
交通安全協会だより（令和５年９月号）

【夕暮れ時、夜間の交通事故防止】

～ 早めのライト点灯・ハイビームの活用・反射材の活用を ～

秋は日没が早まり、夕暮れ時や夜間、歩行者の発見の遅れなどによる

重大交通事故が多く発生します。

運 転 者

○ 夕暮れ時、早めのライト点灯に努めましょう。
○ 夜間走行時、前照灯はハイビームを活用し、対向車・先行車がある場合など、
状況に応じてロービームに切り替えましょう。

○ 夕暮れ時、周囲が見えにくい状態となるため、速度を抑え、横断歩行者等の早
期発見に努めましょう。

○ 横断歩行者と車による交通死亡事故は、ドライバーから見て、右から左へ横断
する歩行者と衝突し多く発生します。

自転車利用者

○ 交差点での安全確認、一時停止場所での停止を徹底しましょう。
○ 反射材の活用や自動点灯ライトの使用に努めましょう。
○ 早めのライト点灯に努めましょう。

歩 行 者

○ 夜間の外出は、明るい･白っぽい服装で反射材やＬＥＤライトを活用しましょう。
○ 道路を横断する際は、横断歩道・信号機等を利用し安全な横断に努めましょう。
○ 道路横断時、左右の安全確認を徹底しましょう。

【令和５年秋の全国交通安全運動】

令和５年９月２１日（木）～９月３０日（土）

◎ 交通死亡事故ゼロを目指す日 ９月３０日（土）

☆運動の目的
広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正
しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、県民自身による道路交
通環境の改善に向けた取組を推進することにより、交通事故防止の徹
底を図ることを目的としています。

☆運動の重点
(1) こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
(2) 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶
(3) 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

徳島県交通安全メインタイトル

阿波の道 ゆずる心と 待つゆとり




